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請
願
・
陳
情
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
希
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
制
度
で
す
。
請
願
を
行
う
権
利
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
お
り
、地
方
議
会
は
、

法
の
定
め
に
よ
り
議
員
の
紹
介
を
通
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。一
方
、

陳
情
は
、
取
手
市
議
会
で
は
、
議
会
会
議
規
則
第
１
４
５
条
に
よ
り
、
議
長
が

認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
請
願
と
同
等
に
取
り
扱
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

請
　
願

陳
　
情

皆
さ
ん
の
希
望
で
す 

請
願
・
陳
情

●
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
請
願
書
…
採
択

〔
紹
介
議
員
〕

　

齋
藤
議
員
ほ
か
７
人

〔
討
論
〕

阿
部
議
員
…
毎
日
１
２
０
人
以

上
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
深

刻
な
実
態
を
鑑
み
、
早
急
に
制

度
の
拡
充
、
充
実
を
求
め
る
。

さ
ら
に
、
患
者
の
実
態
に
応
じ

た
認
定
制
度
は
必
須
。
賛
成
。

―
―
―
○
―
―
○
―
―
○
―
―
―

●
「
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法

の
制
定
」
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
請
願
…
採
択

〔
紹
介
議
員
〕

　

赤あ
か

羽ば

議
員

〔
討
論
〕

関
戸
議
員
…
青
少
年
を
取
り
巻

く
今
日
の
事
態
に
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
の
は
重
要
な
こ
と
で

あ
る
が
、
請
願
者
と
事
態
の
要

因
に
対
す
る
考
え
が
異
な
る
た

め
、
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
反
対
。

池
田
議
員
…
多
種
多
様
な
考
え

方
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
柔
軟
な

国
の
在
り
方
が
つ
く
ら
れ
る
。

法
律
の
制
定
は
、
国
の
考
え
で

青
少
年
の
「
健
全
さ
」
が
決
め

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
反
対
。

●
道
路
法
24
条
に
よ
る
道
路
工

事
施
工
承
認
書
に
つ
い
て
の
陳

情
…
不
採
択

　

米こ
め
　
の
　
い

ノ
井
の
盛
土
工
事
に
伴
い

承
認
さ
れ
た
最
大
高
さ
９
メ
ー

ト
ル
の
道
路
か
さ
上
げ
の
再
考

を
求
め
る
も
の
。

〔
討
論
〕

関
戸
議
員
…
地
権
者
の
都
合
で

多
く
の
市
民
が
通
る
市
道
を
建

設
残
土
で
か
さ
上
げ
す
る
の
は

理
解
で
き
な
い
。
再
考
を
求
め

る
。
賛
成
。

池
田
議
員
…
環
境
を
守
り
た
い

と
は
考
え
る
が
、
市
道
を
か
さ

上
げ
し
な
け
れ
ば
、
大
雨
の
際

に
冠
水
や
土
砂
災
害
の
可
能
性

が
出
て
く
る
。
防
災
上
か
さ
上

げ
は
必
要
。
反
対
。

●
議
会
会
議
規
則
及
び
陳
情
書

等
処
理
規
程
の
一
部
改
正
を
求

め
る
陳
情
…
不
採
択

〔
提
出
者
〕

　

坂
巻
弘ひ

ろ

始し

氏

〔
討
論
〕

遠
山
議
員
…
議
会
基
本
条
例
に

あ
る
よ
う
に
、
よ
り
よ
い
も
の

と
す
る
よ
う
検
証
、
見
直
し
す

る
こ
と
は
重
要
。
議
会
は
も
ち

ろ
ん
市
民
に
分
か
り
や
す
い
も

の
に
す
る
の
も
重
要
。
賛
成
。

―
―
―
○
―
―
○
―
―
○
―
―
―

●
議
会
に
お
け
る
手
続
き
変
更

に
関
す
る
陳
情
…
不
採
択

①
議
会
中
の
議
員
に
お
け
る
言

葉
の
取
り
消
し
や
訂
正
に
つ
い

て
は
、
気
付
い
た
時
点
の
会
期

中
に
正
す
こ
と
。
②
委
員
会
の

休
憩
中
の
発
言
を
議
事
録
に
残

す
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

坂
巻
弘
始
氏

〔
討
論
〕

遠
山
議
員
…
休
憩
中
の
発
言
は
、

傍
聴
者
も
聞
い
て
お
り
、
内
容

が
記
録
さ
れ
れ
ば
、
審
査
経
緯

も
明
ら
か
と
な
り
、
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
と
な
る
。
賛
成
。

―
―
―
○
―
―
○
―
―
○
―
―
―

●
藤
代
公
民
館
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
導
入
す
る
陳
情
…
採
択

〔
提
出
者
〕

　

斎
藤　

隆た
か
し

氏
ほ
か
68
人

〔
討
論
〕

遠
山
議
員
…
以
前
か
ら
藤
代
公

民
館
の
改
善
を
求
め
て
き
た
。

市
民
に
と
っ
て
不
都
合
な
と
こ

ろ
が
多
く
、
公
共
施
設
等
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
急
務
。
賛
成
。

結
城
議
員
…
公
民
館
は
地
域
住

民
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
旧
藤

代
地
区
で
ス
テ
ー
ジ
が
あ
る
の

は
藤
代
公
民
館
だ
け
。
地
区
の

利
便
性
を
上
げ
る
た
め
に
も
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
必
須
。
賛
成
。

落
合
議
員
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

拠
点
で
あ
る
藤
代
公
民
館
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
多
く
の
市

民
の
要
望
。
市
内
全
て
の
公
共

施
設
な
ど
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
を
切
望
す
る
。
賛
成
。

―
―
―
○
―
―
○
―
―
○
―
―
―

●
政
治
倫
理
条
例
の
明
確
な
文

言
と
す
る
事
を
求
め
る
陳
情
…

不
採
択

①
条
例
中
の
「
業
務
委
託
」
の

文
言
に
つ
い
て
定
義
条
項
を
定

め
る
こ
と
②
所
得
等
報
告
書
に

政
治
資
金
規
正
法
上
の
寄
附
及

び
所
得
税
額
変
更
の
記
載
を
義

務
化
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

〔
提
出
者
〕

　

坂
巻
弘
始
氏

〔
討
論
〕

遠
山
議
員
…
政
治
倫
理
条
例
の

正
し
い
運
用
を
可
能
と
し
、
よ

り
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に

も
、
明
確
な
記
載
、
報
告
は
必

要
で
あ
る
。
賛
成
。

―
―
―
○
―
―
○
―
―
○
―
―
―

●
年
金
引
き
下
げ
中
止
と
高
齢

者
の
給
付
を
求
め
る
陳
情
…
採
択

〔
討
論
〕

鈴
木
議
員
…
憲
法
で
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

社
会
福
祉
・
保
障
の
増
進
に
努

め
る
こ
と
は
国
の
責
務
。賛
成
。

　

平
成
27
年
か
ら
議
会
で
審
議

さ
れ
る
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
、

提
出
者
（
複
数
人
に
よ
る
提
出

の
場
合
は
代
表
者
の
み
）
の
住

所
・
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
所

在
地
、
団
体
名
及
び
代
表
者
氏

名
）
は
、会
議
録
・
取
手
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
議
会
だ
よ
り
「
ひ

び
き
」・
議
会
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
行
政

文
書
と
し
て
情
報
公
開
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
請
願
・
陳
情
文
書
中

に
提
出
者
に
関
す
る
個
人
情
報

の
記
載
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て

も
同
様
の
取
り
扱
い
と
い
た
し

ま
す
。

お
　
知
　
ら
　
せ

請
願
・
陳
情
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
。

追跡！採択した陳情のゆくえ
　平成 26 年中に議会が採択し、市に対応を求めて送付した陳情について
以下の報告を受けました。なお、紙面の都合上、要約しております。原
文は市ホームページに掲載していますので、そちらもご覧ください。

件　　　名 処　理　状　況

踏切の危険個
所に関する陳
情（平成 26年
３月 24 日 採
択）

・市内にあるＪＲ常磐線の踏切 10 カ所の現地調査を実
施した。
・県道取手谷中線の踏切については、茨城県市長会を通
じて茨城県に歩道設置の要望を行った。
・当面の間、歩行者の安全確保を図るため、踏切内の歩
行者通行部分のカラー化を検討。井野下踏切と桑原踏切
についてはＪＲ東日本と協議を進め、平成 27�年度の施
工を目指している。
・上記２カ所のほか、カラー化の対象となる踏切につい
てＪＲ東日本と協議を行った。




